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40代からの子育て
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最近のお引渡し現場①

最近のお引渡し現場②

年始のご挨拶

思文閣美術館＿雛とミニチュアのお道具店
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　「ただいまー。」クリスマスの日に息子

が帰ってきた。前日には娘の学校のお友達

を呼んで親子でクリスマスを楽しんだ。鳥

のお腹に肝とたまねぎに、にんにくをたっ

ぷり入れて炒めたものと、牛乳に漬けたぶ

どうパンを混ぜ合わせしっかりと塩で味を

つけ詰める。タコ糸で縫う作業にも慣れた

のか、今年の娘はベテラン助手に成長して

いた。

　パーティの名残が残るツリーの下で、息

子も「彩ちゃんまたおおきなったなー。」

と３ヶ月ぶりの再会を楽しんでいる。大掃

除にお正月の飾り付け、バタバタと慌しい

まま30日の早朝に家族で北海道に向かった。

向かうは洞爺湖ウインザーホテル。

　「彩、ストックなしで滑れるよー。」冬

に春、共に参加したスキー合宿が功を奏し

たのか、なだらかな斜面ではあるが、一度

もストックを持たずに娘はスイスイと滑っ

て行く。主人はと言えば十数年振りのゲレ

ンデ。慎重な主人を尻目に娘はそのスピー

ドを加速させている。息子と私は共にマイ

ペース。　

午後からは二人でスキーを止めてジムに

行った。「本気でどうにかしなママやばい

で。」と体積が増すばかりの私に向かって、

マシーンのペダルから足を離すなと息子の

叱責が飛ぶ。

　ロンドンでは日本人ばかりで構成されて

いるサッカークラブに入り、毎週土曜日に

練習を重ねて来たが、２月に大きな試合が

あるらしく、いつになく真剣な息子の取り

組みに既に息切れ状態の私はギブアップ。

ぬるめの温泉にゆったりと浸かり、このス

タイルがやっぱり一番とやけに納得してし

まった。

　何故か小さな頃から手先を動かす事が好

きで、冬になるといつも編み物をしていた。

今回もぎりぎりまで娘のセーターを編んで

いたので、肩の凝りというものを普段感じ

た事がない私でも重く感じていた背中が徐

々にほぐれていく気がする。

　『かわいいセーターやねー』幼い頃、友

達のお母さんに言われた。母が祖父の小さ

く縮んでしまったアルパカの下着をリフォ

ームしたらしく、ベージュ色のシャツが、

Ｖ型の襟とそでぐりに刺繍された真っ赤な

さくらんぼによって、見事に女の子用のセ

ーターに変身していた。母も自慢の出来だ

ったらしく、「よう似合うわー。」とその

セーターを着る度に言った。三人姉妹に年

の離れた弟。次女の私はいつも忙しい母と

のそんな会話が嬉しくて、好んでそのセー

ターを着ていたような気がする。

　手作りの服やセーターを着せてくれる度

に耳元で「かわいい洋服はいっぱい売って

いるけど、これは世界に一つだけ。」と囁

いた母の声が今も心の真ん中にある。

　洋裁は苦手だけれど、娘の服は手直しを

加える。丈の短くなったスカートはレース

や色とりどりのリボンを何重にも重ねて丈

を伸ばし、お気に入りのブラウスは脇と袖

を大胆に切り離し、夏物なら幅の広い綿レ

ース、冬物は手編みで長さの合った物を編

んで付け、サイズを大きくする。この作業

が実に楽しい。

　居間の真ん中にある小さな箪笥。六段の

引き出しには大好きなピンク色の毛糸で花

の刺繍をしてガラスをはめ込んでもらった。

自作の箪笥の引き出しには全て手芸用品が

入っている。お気に入りのはぎれ、息子を

訪ねてロンドンへ行く度に立ち寄る小さな

手芸店で見付けたレースやリボンやボタン。

特に：手芸品バーゲン：と掲げられた看板

に弱く、必ず覗いて見たくなる。豪華なレ

ースのリボンが叩き売りのような値段であ

ると、感動して何年分もの幸せが一気に来

たような気になる。わくわくと持ち帰りこ

の箪笥にしまう。

　「ここ直してくれる。」娘が良く使う言

葉。セーターを編み上げるたび私も母のよ

うに『世界に一つしかないよ。』と囁きか

ける。手作りの温もりが何時までも、仄か

に温かい湯たんぽのように娘の心を暖め続

けて欲しい。

　エコが常に話題になる今日。何代も手直

しを加え受け継がれて来た文化が見直され

る。物を慈しみ大切にする気持を何より持

ち続けて欲しい。

　カラーテレビに目を奪われ、新幹線に感

動し、使い捨てを新鮮だと感じた。ござを

片手におにぎりを持ち友達と夕暮れまで遊

んだ幼い頃。小学校に入り急速に周りがざ

わめき始め、気が付けば光化学スモックが

発生したと授業が止まった。娘達は今盛ん

にエコを口にする。朝の歯磨きは水の節水

に心がけ、部屋の電気は最小限に抑える。

テレビのスイッチは電源の基を切り、旅行

に出ればその土地のエコ対策を調べる。

　ともすれば水を止め忘れ、煌々と明るい

部屋が大好きな私は、夏休みの宿題で：如

何にエコを実践したか：のテーマで環境庁

から表彰状を貰ったクラスの一員である娘

の、鋭い監視にさらされて少々窮屈な思い

もしている。

　今回訪れた洞爺の街にはバイオ車が走っ

ていると感動する姿に、これから何十年も

このままで悪化の一途を辿る地球環境と、

真筆に向き合って生きる娘達を思い複雑な

気持ちになった。

　「おはよう。」朝六時。朝食の準備をし

ている私に階段を下りてきた娘が元気に声

を掛けてきた。冬休みも終わり今日からま

た学校が始まる。二月の卒業を控え、連日

最後の学生時代を謳歌すべく、日本の友人

と遅くまで語り飲み明かしている息子も、

明日にはまた機上の人となる。




